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＜ポイント＞ 
◇アニメや歴史など、旅行者の興味を捉えて次の観光地を推薦する AI モデルを開発。 
◇どの興味が推薦に影響したかを示すことで、観光地が選ばれた根拠をわかりやすく説明可能に。 
◇スタンプラリーデータによる検証で、推薦の正確さを示す指標である Precision@5 や NDCG@5
などが従来モデルよりも向上。 

 
＜概要＞ 

近年、文化観光では旅行者一人一人の嗜好や行動履歴に基づいた観光地推薦（POI 推薦）が求

められています。しかし、従来の推薦システム※1 は、ユーザーの過去行動を単純に時系列で処理

するため、関心が短時間で変化する場合や複数の興味が同時に存在する場合には十分に対応でき

ませんでした。 
大阪公立大学大学院情報学研究科の佐賀 亮介准教授、湯 剣松（タン ケンソウ）特任助教、馬 

兆其（マ チョウキ）大学院生（博士前期課程２年）らの研究グループは、『マルチスロットメモ

リ※2』と『ダイナミックゲーティング※3』を組み合わせた新しい POI 推薦モデルを開発しました。

このモデルは、観光中に利用者に存在する複数の興味をそれぞれ別のスロットメモリで記憶しま

す。そして、その時点で最も関連性の高い興味を選択する仕組みにより、利用者が次に訪れる可

能性の高い観光地を『なぜその観光地が選択されたのか』という理由もあわせて推薦します。 
このモデルを実際に実施されたスタンプラリーのデータを用いて検証した結果、従来の推薦モ

デルよりも、推薦の正確さを測る指標において改善が確認されました。 
本研究は、利用者にとって透明性の高い推薦を実現し、文化観光体験の質向上に寄与すること

が期待されます。 
本研究成果は、2025 年 11 月 14 日に国際学術誌「IEEE Access」にオンライン掲載されまし

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 

～AI で旅をもっと楽しく～ 

旅行者の多様な興味を捉える観光地推薦モデルを開発！ 

P R E S S  R E L E A S E 

馬 兆其大学院生 

日本の鉄道スタンプラリーのような小規模で個性的な観光体験

にも、安心して使える推薦システムが必要だと感じ、この研究

を進めました。複数の興味が同時に変化する複雑な行動を分析

することは大変でしたが、本モデルが実際の利用者の動きを理

由もあわせて説明できた時は、とても嬉しく感じました。今後

も身近な文化と技術をつなぐ研究を続けたいです。 
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＜研究の背景＞ 
観光地やお店を探す際に、アプリや地図サービスから『次に行きそうな場所』を提示されるこ

とがあります。しかし、日本の鉄道スタンプラリーのように、少人数のファンが短時間で移動し、

アニメや歴史など複数の目的を同時に楽しむ場面では、従来の推薦システムでは十分に機能しな

いことがあります。また、従来の研究では『一人の旅行者は、一つだけ好みがある』と考えられ

てきましたが、実際には旅行者の興味は短い時間で切り替わり、複数の目的が同時に存在します。 
そこで、旅行者の中にある複数の興味を分けて覚え、今どの興味が強いのかを判断する推薦シ

ステムが必要であると考えました。 
 
＜研究の内容＞ 

本研究では、利用者が持つ複数の興味をそれぞれ独立したスロットに記憶する『マルチスロッ

トメモリ』と、その時点で最も関連性の高い興味を選択する『ダイナミックゲーティング』を組

み合わせて、次の観光地を予測する新しい推薦モデルを開発しました。このモデルは、利用者の

行動履歴からの複数の興味（アニメや歴史など）をそれぞれ別のスロットメモリに分けて保持し、

その時点で一番関連性が高い興味を示す『ゲート』という仕組みを使って、ユーザーの意図の変

化を柔軟に捉えることができます。さらに、ゲートの可視化によって『なぜその観光地が推薦さ

れたのか』をステップごとに説明することも可能です。 
このモデルを、実際に実施されたスタンプラリーのデータで検証した結果、従来の代表的な推

薦モデルであるGRU4RecやSASRecよりも、推薦の正確さを示す指標（Precision@5やNDCG@5
など）が約 1.5～4.0％改善したことが確認されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜期待される効果・今後の展開＞ 

本研究成果は、小規模な観光イベントやテーマ性のある行動を扱うサービスで、より正確で利

用者にとって使いやすい推薦を可能にする効果があります。さらに、本モデルは、利用者のどの

興味が推薦に反映されたかと明示できるため、利用者が安心してサービスを利用することが可能

です。今後は、写真や文章などの情報も合わせて学習させることで、より細かい興味の違いを理

解できる仕組みへと発展させたいと考えています。 
 

図：本モデルを従来のモデルと比較した検証結果 
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＜用語解説＞ 
※1 推薦システム：利用者の過去の行動をもとに、次に好みそうな場所や商品を提案する仕組み。 
 
※2 マルチスロットメモリ：利用者の複数の興味を分けて保存する記憶構造。一つの記憶に全て   

を入れるのではなく、興味ごとに別々に覚える点が特徴である。 
 

※3 ダイナミックゲーティング：現在の行動に最も関連する記憶スロットを選ぶ仕組み。どのス   
ロットが選ばれたかを見ることでモデルの判断理由が理解できる。 
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